
船舶事故調査報告書 

平成２９年２月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 浸水 

発生日時 不明（平成２８年７月１８日 １４時００分ごろ～１９日 ０６時０

０分ごろの間） 

発生場所 山口県萩
はぎ

市萩漁港（中小
な か お

畑
ばた

） 

萩港中小畑浦東防波堤灯台から真方位０６８°３７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２５.８′ 東経１３１°２４.９′） 

事故の概要  漁船翔
しょう

成
せい

丸は、係留中、機関室が浸水した。 

事故調査の経過 平成２８年１０月１８日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 翔成丸、１４トン 

 ＹＧ２－７５９１（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 主機、発電機等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、係留中、船長が、出港する僚船から本船の喫水に異常があ

ると電話連絡を受けて本船に確認に行ったところ、機関室に浸水を認

めた。 

船長は、船尾管軸封装置への冷却水給水ホースから漏水しているこ

とを発見し、直ちに漏水を止めた。 

船長は、冷却水給水ホースがプロペラ軸カップリングに接触し、同

ホースに破口が生じているのを認めた。 

分析 本船は、航行中、船尾管軸封装置への冷却水給水ホースがプロペラ

軸カップリングに接触して同ホースに破口が生じたことから、係留中

に船尾管軸封装置から海水が逆流して船内に浸水したものと考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が、航行中、船尾管軸封装置への冷却水給水ホース

がプロペラ軸カップリングに接触して同ホースに破口が生じたため、

係留中に船尾管軸封装置から海水が逆流して船内に浸水したものと考

えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・定期的に機関室内の見回りを行うこと。 

 


